
IPv6 アドレス割り当て報告申請記入例 

 
(※印のついている項目は必須項目です) 

 
 

 
 
 
 

 
 
 
 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

割り当てを行う予定の IPv6 ネットワークアドレスをプリフィクス表記で入力してください。この項目は複数の記入が可能です。

このネットワークを表す任意の文字列を、英大文字, 数字,"-"(ハイフン)のみを用いて入力してください。複数のネットワーク

アドレスが同じネットワーク名を持つことも可能です。 

割り当て報告申請の区分を選択します。"インフラ","ユーザ","再割り振り","再割り振りからの割り当て"のいずれかを選択

してください。 

ネットワークを運用する会社や組織などの名称およびその英文表記を入力してください。ネットワークの運用を外部に委託し

ている場合は委託元の情報を入力してください。 

ネットワークを運用する会社や組織などが所在する住所を入力してください。ネットワークの運用を外部に委託している場合

は委託元の情報を入力してください。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

申請者以外にも、本申請における[ネットワーク情報]が登録/変更登録された場合に通知すべき電子メールアドレスを入力

してください。通知すべき電子メールアドレスがない場合には、空欄としてください。この項目は複数の入力が可能です。 

審議申請を行ったネットワークに対する割り当て時のみ、審議申請の際に JPNIC から通知された審議番号を入力してくださ

い。その他の場合には空欄としてください。 

割り当てられるネットワークの日常的な運用に責任を持つ担当者のJPNICハンドルまたは窓口のグループハンドルを入力し

てください。 

技術連絡担当者は、割り当て先組織からもし可能であれば 2 名以上選任して、担当者の JPNIC ハンドル(グループハンドル)

を登録してください。ただし、正当な理由がある場合は、その連絡先と連絡が取れる JPNIC ハンドル（グループハンドル)を登

録することも可能です。 

JPNIC ハンドル（グループハンドル））が割り当てられていない場合には、あらかじめ JPNIC ハンドル(グループハンドル)の割

り当てを受けるか、本申請と同時にその情報を登録することが可能です。同時に割り当てを受ける場合には、ページ下部の

[担当者情報追加]ボタンを押してください。その際、[技術連絡担当者]と、登録しようとする情報中の[ハンドル]に入力する番

号が対となるように同じ番号を入力してください。 

入力されたハンドルは当該 IP アドレスの割り当てを受けたネットワークに関する連絡窓口として利用されます。 

当該 IP アドレスの割り当てを行ったネットワークが参照するネームサーバを入力してください。原則として最低 2 つのネーム

サーバの登録を行ってください。3 つ目以降のネームサーバ追加時には［ネームサーバ追加］ボタンを押してください。 

割り振り時や再割り振り時に既にネームサーバを登録している場合は、割り振り時や再割り振り時に設定を行ったネームサ

ーバの設定が優先されますので、ご注意ください。 

なお、割り当て後に登録する場合は、「IPv6 ネットワーク情報変更申請」から登録を行ってください。 

割り当て先組織を代表して当該ネットワークに関する責任を持つ担当者の JPNIC ハンドルまたは窓口のグループハンドル

を入力してください。 

正当な理由がある場合は、連絡先と連絡が取れる担当者の JPNIC ハンドル（グループハンドル）を登録することも可能で

す。 

JPNICハンドル（グループハンドル）が割り当てられていない場合には、あらかじめJPNICハンドル(グループハンドル)の割り

当てを受けるか、本申請と同時にその情報を登録することが可能です。同時に割り当てを受ける場合には、ページ下部の

[担当者情報追加]ボタンを押してください。その際、[管理者連絡窓口]と、登録しようとする情報中の[ハンドル]に記入する番

号が対となるように同じ番号を記入してください。 

入力されたハンドルは当該 IP アドレスの割り当てを受けたネットワークに関する連絡窓口として利用されます。 



 

 短期間の割り当てを行う場合など、期間を定めて割り当てを行いたい場合には、この項目に返却年月日を入力してくださ

い。返却年月日に入力された日付の翌朝に、JPNIC データベースから登録情報が削除されます。


